
き
ど

福
井
市
城
戸
ノ
内
町
の
一
乗
谷
に
は
、
南
北
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
戦
国
大
名
・
朝
倉
氏
の
遺
跡
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
朝
倉

氏
は
文
明
三
年
（
一
四
七
二
以
来
、
こ
こ
に
居
城
を
中
心
と
し
た
城
下
町
を
か
ま
え
た
。
天
正
元
年
二
五
七
三
）
の
八
月
十
三
日
、
五
代

（
１
）

一
九
八
五
年
、
福
井
市
の
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
よ
り
医
書
写
本
の
焼
片
塊
が
出
土
し
た
。
当
焼
片
に
見
え
る
墨
跡
の
釈
文
に
も
と
づ
き
、

筆
者
と
小
曽
戸
洋
は
こ
れ
を
元
・
王
好
古
の
「
湯
液
本
草
」
の
一
部
と
判
定
し
、
再
釈
文
お
よ
び
概
要
が
発
掘
を
当
時
担
当
さ
れ
た
清
田
善

（
２
）
（
３
）

樹
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
小
曽
戸
も
ま
た
概
要
を
報
告
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
調
査
研
究
の
進
展
に
と
も
な
う
新
知
見
が
あ
い
つ
ぎ
、
出
土
焼
片
の
残
存
部
位
と
墨
跡
の
釈
文
に
重
ね
て
訂
正
の
必

要
性
を
認
め
る
に
至
っ
た
。
か
ね
て
当
発
見
か
ら
明
ら
か
に
し
う
る
、
室
町
後
期
に
お
け
る
中
国
医
学
受
容
の
側
面
に
つ
い
て
も
考
察
を
加

え
る
こ
と
に
し
た
。

一
医
書
焼
片
の
出
土

緒

＝

Fゴ

ー一.一

朝
倉
氏
遺
跡
出
土
の
「
湯
液
本
草
」

羅
蕊
蘓
讓
二
一
蚕
壗
錨
需
平
成
五
年
八
月
三
十
日
受
付

苣
少、

柳

誠
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よ
し
か
げ

目
城
主
の
朝
倉
義
景
は
敦
賀
で
織
田
信
長
軍
に
大
敗
、
十
五
日
に
一
乗
谷
へ
逃
げ
帰
っ
た
が
、
十
八
日
に
は
信
長
軍
の
焼
き
打
ち
に
あ
う
。

一
乗
谷
は
二
十
日
ま
で
燃
え
続
け
た
と
い
う
。
今
こ
こ
は
．
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
」
の
名
で
、
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
正
式
な
発
掘
は
一
九
六
七
年
に
開
始
さ
れ
、
一
九
八
五
年
に
は
第
五
一
次
の
調
査
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
六
月
、
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央

で
町
屋
・
武
家
屋
敷
が
密
集
し
た
一
画
の
建
物
跡
の
裏
手
、
三
箇
の
大
甕
が
埋
設
さ
れ
て
い
た
カ
メ
ピ
ッ
ト
Ｓ
Ｘ
三
二
五
付
近
の
焼
土
層

か
ら
、
ひ
と
か
た
ま
り
の
炭
化
紙
片
が
出
土
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
分
離
さ
れ
た
焼
片
の
う
ち
、
三
六
枚
（
写
真
１
）
に
は
わ
り
あ
い
は
っ
き
り

と
墨
跡
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
、
発
掘
調
査
を
担
当
し
た
清
田
氏
は
、
そ
の
う
ち
三
四
枚
の
釈
文
（
図
１
）
か
ら
、
こ
れ
を
「
金
元
時
代
の
医

（
１
）

家
の
説
を
も
取
り
入
れ
た
医
学
書
（
冊
子
本
）
の
一
部
」
と
推
定
し
た
。

当
焼
片
の
写
真
と
釈
文
を
携
え
た
清
田
氏
が
、
鑑
定
の
依
頼
に
小
曽
戸
氏
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
の
は
一
九
八
七
年
十
一
月
九
日
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
に
筆
者
も
同
席
し
、
一
見
し
て
小
曽
戸
氏
と
も
ど
も
頭
を
か
か
え
こ
ん
だ
。
李
東
垣
の
名
と
臓
肺
・
経
絡
に
か
ん
す
る
文
字
が

あ
る
の
で
、
た
し
か
に
金
元
流
の
医
書
の
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
か
り
に
中
国
書
だ
と
し
て
、
李
東
垣
（
二
八
○
～
一
二
五
一
）
か
ら
一
乗
谷
が
焼
か
れ
た
一
五
七
三
年
ま
で
の
間
に
あ
ら
わ
れ

た
書
は
数
多
い
。
逆
に
日
本
の
著
述
な
ら
ば
、
こ
の
間
の
伝
存
書
は
か
な
り
少
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
供
書
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
絶
望
的
と
は
い
え
、
焼
片
の
史
料
価
値
と
清
田
氏
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
手
許
の
中
国
医
書
か
ら
照
合
し
て
み
よ
う

と
、
ま
ず
大
き
く
見
当
を
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。

い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
医
方
書
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
話
し
あ
っ
た
が
、
図
ｌ
釈
文
羽
の
「
不
用
酒
」
だ
け
は
脈
に
お
ち
な
い
。
酒
を

医
療
に
用
い
る
の
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
あ
え
て
用
い
な
い
と
記
す
の
は
か
な
り
不
自
然
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
潟
下
薬
の
大
黄
な
ど
、

気
を
降
下
さ
せ
る
と
い
う
薬
物
を
、
気
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
酒
で
加
工
す
る
の
が
適
当
か
ど
う
か
、
の
記
述
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
説

（
４
）

は
李
東
垣
の
師
で
あ
る
金
代
の
張
元
素
あ
た
り
の
提
唱
ら
し
く
、
金
元
以
降
の
本
草
書
な
ら
潟
下
薬
の
記
述
に
「
不
用
酒
」
が
あ
っ
て
も
不

田
心
奎
蔵
で
痒
い
な
い
○
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へ～

写真|出土した医書の焼片(朝倉氏遺跡資料館の提供｡清田氏の報告一文献L旦一
にしたがい、番号を付加した）

(l)「神nnr:(10)「定口匡(18)「吐血口に(21(草力）
口氣口匡「本口匡

（2）コロ
コロ不止有に(11)口食口亡口痛下痢(19『餘仁
司nnr

(12)．大陽経伽）「□

（3）コロ々明ロコロ明□（21「補不□［二本草
口雑匡珠口袖胃に

(13)口倣口匡(29)｢(気力）
（4）「其口匡口草[=ul)「泄辞仁口匡

（本力） 東垣匡
（5）．散匡

@2)「黄口亡
コロ胸中榔匡(14)「鼓口胸脇口匡 （3D「□

圧惑匡
（6）口血I永口匡q3)「□□口亡

．毎也於不用酒口に(31)D
□（15）．nnr □□［=
（可力）コロ益氣療匡伽）「象口匡

（猶力）
司、「

（7）「液口に㈱「下口匡
尚H命台E(32)『效口因匡(I6)．nnF（8）間□

コロ陰太□E(妊娠女ヵ）口実仇□（33）「療鵬に

（9）口心口匡（11コ眼匡㈱「□□口匡（34）「汗骨匡
口口而口匡．胃為君主口亡滴心其匡□

図｜出土焼片釈文(文献Tより）
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宋
以
降
の
中
国
害
は
多
く
刊
本
を
介
し
て
日
本
に
伝
来
し
て
い
る
。
刊
本
は
復
刻
を
重
ね
る
た
び
に
字
句
や
版
式
が
変
化
し
て
い
く
の
で
、

焼
片
の
釈
文
に
も
筆
写
の
底
本
と
し
た
版
本
系
統
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
都
合
が
よ
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
論
定
す
る
ま
え
に
、
『
湯
液
本
草
」

（
５
）

と
筆
者
の
王
好
古
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

王
好
古
は
号
を
海
蔵
、
字
を
進
之
と
い
い
、
い
ま
の
河
北
省
趙
県
の
出
身
。
は
や
く
か
ら
経
学
に
通
じ
、
進
士
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
の

ち
医
を
こ
こ
ろ
ざ
し
、
張
元
素
と
李
東
垣
に
師
事
し
た
、
金
末
か
ら
元
に
か
け
て
の
時
期
を
代
表
す
る
医
家
で
あ
る
。
し
か
し
正
式
な
伝
は

残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
年
・
享
年
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
一
二
○
○
年
以
前
の
生
れ
、
一
二
四
八
年
以
降
の
没
と
推
定
で
き
る
。

著
作
は
「
湯
液
本
草
」
（
一
二
四
八
年
成
立
）
の
ほ
か
、
「
伊
尹
湯
液
仲
景
広
為
大
法
』
四
巻
（
一
二
三
四
年
成
立
）
、
「
陰
証
略
例
」
一
巻
（
一
二

三
六
年
成
立
）
、
「
医
塁
元
戎
』
一
二
巻
（
一
二
三
七
成
立
）
、
『
此
事
難
知
』
二
巻
（
一
二
四
八
年
ま
た
は
一
二
六
四
年
の
成
立
）
、
『
瘤
論
華
英
』
一

筆
者
は
そ
こ
で
代
表
的
金
元
本
草
の
「
湯
液
本
草
」
か
ら
あ
た
る
こ
と
に
し
て
、
手
近
な
版
本
で
大
黄
の
頁
を
開
い
て
み
た
。
た
し
か
に

「
不
用
酒
」
の
句
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
前
後
に
は
図
１
釈
文
の
⑫
⑱
例
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
字
句
が
あ
る
。
さ
ら
に
前
後
の
薬
物
の
条
文

に
も
一
致
す
る
字
句
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
⑳
「
珠
（
珍
）
」
と
例
「
象
」
な
ど
文
頭
の
文
字
は
、
『
湯
液
本
草
」
の
み
に
あ
る
引
用
文
献
名
の

略
称
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し
か
も
③
⑫
⑭
⑰
⑱
⑳
の
よ
う
に
二
行
で
隣
合
わ
せ
に
あ
る
文
字
は
、
い
ず
れ
も
『
湯
液
本
草
」
の
原
文

で
は
一
六
字
か
そ
れ
に
相
当
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
置
い
て
出
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
焼
片
は
「
湯
液
本
草
」
に
ま
ち
が
い
な
く
、
お
よ
そ
一
行

一
六
字
で
筆
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
ま
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
鑑
定
に
も
と
づ
い
た
釈
文
の
訂
正
と
補
足
、
お
よ
び
各
焼
片
の
「
湯
液
本
草
』
に
お
け
る
該
当
部
位
が
、
さ
っ
そ
く
清
田
氏
に
よ
り

（
２
）

追
加
報
告
さ
れ
た
。
筆
者
も
検
討
を
続
け
て
い
た
が
、
の
ち
焼
片
の
筆
写
底
本
に
関
す
る
知
見
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
焼
片
を
実
見
す
る
機

会
に
も
恵
ま
れ
、
よ
り
完
全
な
該
当
部
位
の
確
定
と
釈
文
が
可
能
と
な
っ
た
。

二
「
湯
液
本
草
」
と
焼
片
の
筆
写
底
本

（44） 504
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巻
（
成
立
年
不
詳
、
節
略
本
）
が
伝
存
し
て
い
る
。

『
湯
液
本
草
」
の
湯
液
と
は
煮
出
し
た
汁
を
い
う
。
『
史
記
』
段
本
紀
に
、
伊
尹
が
段
の
湯
王
に
仕
え
る
た
め
料
理
人
か
ら
身
を
お
こ
し
た

故
事
が
み
え
る
。
ま
た
『
漢
書
」
芸
文
志
・
方
技
に
、
当
時
あ
っ
た
医
書
の
一
つ
と
し
て
『
湯
液
経
法
」
三
二
巻
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
王
好
古
は
、
伊
尹
が
い
に
し
え
の
本
草
に
も
と
づ
い
て
『
湯
液
経
法
』
を
著
述
、
後
漢
の
張
仲
景
が
そ
れ
を
敷
術
し
、
傷
寒
治
療
の
大

（
６
）

法
た
る
『
傷
寒
論
』
を
著
し
た
、
と
考
え
た
。
「
湯
液
本
草
」
や
『
伊
尹
湯
液
仲
景
広
為
大
法
』
は
、
こ
の
歴
史
に
測
る
意
味
を
こ
め
た
書
名

「
湯
液
本
草
」
の
源
泉
は
師
・
張
元
素
の
『
潔
古
珍
珠
嚢
」
で
あ
る
と
自
序
に
い
う
。
さ
ら
に
兄
弟
子
で
あ
り
師
で
も
あ
る
李
東
垣
の
『
用

薬
法
象
」
ほ
か
、
計
四
四
余
家
の
引
用
と
王
好
古
の
薬
能
論
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
引
用
文
献
名
は
「
珍
」
「
象
」
と
略
記
さ
れ
、
焼
片

判
定
の
手
掛
り
と
な
っ
た
。
本
書
の
最
終
稿
は
一
二
四
八
年
に
完
成
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
記
録
が
な
い
。

（
７
）

現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
版
本
は
元
の
一
三
三
五
年
刊
本
で
、
中
国
に
二
本
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
未
見
に
つ
き
内
容
や
刊
年
の

真
偽
は
わ
か
ら
な
い
。
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
朝
鮮
版
・
日
本
版
を
含
め
た
他
版
は
す
べ
て
、
明
初
に
編
纂
さ
れ
た
叢
書
『
東
垣

（
８
）

十
書
」
の
所
収
本
系
統
で
あ
る
。
こ
の
調
査
が
問
題
解
明
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
出
土
焼
片
は
、
一
乗
谷
が
焼
か
れ
た
一
五
七

三
年
以
前
の
刊
本
を
介
し
た
写
本
だ
か
ら
、
底
本
と
な
っ
た
版
本
の
候
補
を
し
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
候
補
と
な
り
う
る

全
版
本
に
つ
い
て
、
必
要
な
書
誌
事
項
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

③
明
・
遼
藩
第
一
版
”
「
東
垣
十
書
」
の
初
版
で
、
明
・
太
祖
の
第
一
五
子
、
簡
王
（
朱
植
）
の
編
。
簡
王
が
荊
州
（
い
ま
の
湖
北
省
）
に

改
封
さ
れ
た
一
三
九
九
年
以
後
、
没
す
る
一
四
二
四
年
以
前
の
刊
行
。
こ
の
版
の
『
湯
液
本
草
』
は
現
存
し
な
い
が
、
同
版
の
他
の
害
か

ら
み
て
一
紙
二
○
行
、
一
行
一
七
字
と
推
定
さ
れ
る
。
巻
数
は
不
詳
。

⑥
明
・
遼
藩
第
二
版
”
簡
王
の
孫
、
靖
王
の
再
版
。
刊
行
は
靖
王
の
子
、
恵
王
が
序
を
記
し
た
一
四
八
四
年
。
こ
の
版
の
『
湯
液
本
草
」

も
現
存
し
な
い
が
、
同
版
の
他
の
書
か
ら
み
て
一
紙
二
○
行
、
一
行
一
八
字
と
推
定
さ
れ
る
。
巻
数
は
不
詳
。

法
た
る
『
傷
宰

な
の
で
あ
る
０
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（
２
）

一
方
、
出
土
焼
片
は
一
行
が
お
よ
そ
一
六
字
で
筆
写
さ
れ
て
い
た
。
清
田
氏
は
再
報
告
で
、
さ
ら
に
一
紙
二
○
行
で
書
写
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
解
明
し
、
そ
こ
か
ら
筆
写
本
の
ど
こ
が
焼
け
残
っ
た
か
を
推
定
し
て
い
る
。
焼
片
は
罫
線
の
な
い
筆
写
本
だ
か
ら
、
行
数
・
字
詰
は
不

定
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
な
の
に
一
紙
二
○
行
・
一
行
一
六
字
と
一
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
書
式
に
ま
で
気
く
ば
り
し
て
書
写
し
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。
あ
る
い
は
原
本
の
書
式
そ
っ
く
り
に
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
上
述
の
各
版
本
に
、
一
紙
二
○
行
・
一
行
一
六
字
の
も
の
は
な
い
。
た
だ
し
『
東
垣
十
書
」
の
な
か
で
も
、
「
湯
液
本
草
』
だ
け

で
は
一
乗
谷
の
焼
片
は
、
も
と
も
と
右
の
ど
の
系
統
の
本
を
筆
写
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
出
版
情
況
を
み
よ
う
。
⑥
以
外
は
い
ず
れ
も

準
政
府
刊
行
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
日
本
に
ま
で
伝
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
、
に
わ
か
に
推
論
で
き
な
い
。
そ
れ
に
た
い
し
て
⑥
は
市

（
９
）

販
書
で
あ
る
。
こ
の
熊
宗
立
ら
の
出
版
し
た
医
書
群
は
日
本
に
古
渡
り
本
の
現
存
が
多
く
、
当
時
か
な
り
輸
入
さ
れ
た
ら
し
い
。
伝
存
書
数

も
中
国
を
は
る
か
に
う
わ
ま
わ
る
。
し
か
も
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
最
初
（
一
五
二
八
）
と
第
二
番
目
二
五
三
六
）
の
印
刷
医
書
は
、
と

も
に
熊
宗
立
編
刊
害
の
復
刻
。
く
わ
え
て
第
二
番
目
の
出
版
は
一
乗
谷
で
な
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
ま
ず
⑥
で
は
な
い
か
と
疑
う
べ
き
だ

(f) (e) (c)ろ
＞

つ
0

(d)

巻
○

二

巻
0

一
紙
一
八
行
、
一
行
一
七
字
で
あ
る
。

李
氏
朝
鮮
・
整
版
本
”
お
よ
そ
中
宗

（
９
）

明
・
熊
氏
梅
隠
堂
本
望
五
○
八
年
の
刊
行
。
熊
氏
梅
隠
堂
は
明
初
に
多
数
の
医
書
を
出
版
し
た
書
買
、
熊
宗
立
の
一
族
と
推
定
さ
れ
る
。

『
湯
液
本
草
」
は
一
紙
二
○
行
、
一
行
一
七
字
で
全
二
巻
。

（
い
）

李
氏
朝
鮮
・
乙
亥
活
字
本
恥
内
医
院
に
よ
る
一
四
八
八
年
刊
本
。
現
存
す
る
の
は
「
湯
液
本
草
」
下
巻
の
み
で
、
二
巻
な
い
し
三
巻
本
。

明
・
遼
藩
第
三
版
”
恵
王
の
子
、
光
沢
王
が
一
五
二
九
年
に
再
々
版
し
た
も
の
。
「
湯
液
本
草
」
は
一
紙
二
二
行
、
一
行
二
○
字
で
全
二

（
８
）

お
よ
そ
中
宗
後
半
（
一
五
二
九
～
四
四
）
頃
の
内
医
院
刊
本
。
『
湯
液
本
草
」
は
一
紙
二
○
行
、
一
行
二
○
字
で
全
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は
例
外
だ
っ
た
。
大
多
数
の
版
本
は
、
文
章
や
各
薬
物
の
条
文
の
一
行
目
だ
け
行
頭
か
ら
書
き
出
し
、
次
行
か
ら
は
一
字
落
と
し
て
記
す
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
実
際
に
は
、
各
行
の
大
部
分
が
一
文
字
少
い
字
数
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
二
○
行
・
一
七
字
の
⑥
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
同

じ
書
式
と
推
定
さ
れ
る
⑧
と
、
同
一
の
書
式
に
よ
る
写
本
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
し
て
一
六
字
の
部
分
の
み
焼
片
と
し
て
残
存
し
た
、
と

仮
定
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
焼
片
が
一
紙
二
○
行
・
一
行
一
六
字
の
写
本
と
判
断
さ
れ
た
理
由
の
説
明
が
つ
く
。

⑧
の
『
湯
液
本
草
』
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。
そ
こ
で
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
た
だ
一
つ
現
存
す
る
⑥
の
『
湯
液
本
草
』
二

巻
と
、
焼
片
写
真
お
よ
び
釈
文
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み
た
。
見
開
い
た
か
た
ち
の
内
閣
文
庫
本
上
で
、
焼
片
の
文
字
に
該
当
す
る
部
分
を
線
で

囲
む
の
で
あ
る
。
結
果
は
明
瞭
だ
っ
た
。
典
型
例
を
図
２
～
５
に
示
そ
う
。
い
ず
れ
も
綴
目
を
中
線
に
し
て
、
左
右
ほ
ぼ
対
称
で
あ
る
。
冊

子
本
が
焼
け
残
る
と
す
る
と
、
ご
く
自
然
な
形
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
墨
跡
が
認
め
ら
れ
た
三
六
枚
の
焼
片
は
す
べ
て
、
図
２
の
巻
下
三
六
葉
ウ
ラ
か
ら
、
図
５
の
巻
下
五
三
葉
オ
モ
テ
ま
で
に
該
当

部
分
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
綴
目
を
中
線
に
し
て
左
右
三
・
五
行
、
し
か
も
行
の
上
二
文
字
目
か
ら
八
・
五
文
字
目
ま
で
で

あ
る
。
単
純
に
計
算
し
て
、
第
三
六
葉
ウ
ラ
か
ら
五
三
葉
オ
モ
テ
ま
で
の
字
数
は
約
五
四
○
○
。
そ
の
断
片
三
六
枚
の
文
字
が
、
み
な
一
定

の
相
関
関
係
を
も
っ
て
右
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
に
は
起
り
え
な
い
。
焼
片
と
な
っ
た
写
本
が
、

㈹
の
熊
氏
梅
隠
堂
本
に
限
り
な
く
近
い
書
式
で
筆
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

た
だ
残
さ
れ
た
問
題
が
一
つ
あ
る
。
③
の
「
湯
液
本
草
」
は
現
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
存
す
る
「
湯
液
本
草
」
以
外
の
③
⑥
の

「
東
垣
十
書
」
所
収
本
は
、
書
式
と
巻
数
・
葉
数
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑥
は
こ
の
範
囲
内
に
お
い
て
㈲
の
忠

実
な
復
刻
と
判
断
さ
れ
、
③
の
「
湯
液
本
草
』
も
⑥
の
そ
れ
と
同
じ
書
式
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
こ
で
⑤
系
統
か
ら
焼
片
の
写
本
が
つ

く
ら
れ
た
可
能
性
も
検
討
す
べ
き
だ
が
、
肝
心
の
③
本
「
湯
液
本
草
」
が
な
い
。

残
さ
れ
た
方
法
は
一
つ
、
③
⑥
所
収
の
各
害
が
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
調
べ
、
そ
の
情
況
証
拠
か
ら
推
論
す
る
よ
り
他
に
な

い
○
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図4巻下47葉ウラと48葉オモテ。囲んだ右は焼片の(20)、左は

（'4)に該当する。

図5巻下52葉ウラと53葉オモテ。囲んだ右は焼片の(||)、左は

（'3)に該当する。
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（
Ⅱ
）
（
配
）

㈲
の
所
収
書
は
上
海
中
医
学
院
図
書
館
に
「
局
方
発
揮
」
と
『
内
外
傷
弁
』
が
各
一
本
、
台
湾
の
国
立
中
央
図
書
館
に
「
藺
室
秘
蔵
」
が
一
本
、

（
咽
）
（
皿
）

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
に
『
医
経
湖
洞
集
」
と
「
脾
胄
論
』
が
各
一
本
、
そ
れ
ぞ
れ
現
存
す
る
。
上
海
中
医
学
院
の
二
書
は
、
か
つ

（
略
）
（
肥
）
（
Ⅳ
）
（
肥
）

て
呉
毒
（
一
七
三
三
～
一
八
一
三
）
の
拝
経
楼
に
あ
り
、
の
ち
劉
承
幹
（
一
八
八
二
～
一
九
六
三
）
の
嘉
業
堂
を
へ
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
。
杏

（
岨
）

雨
書
屋
の
『
医
経
湖
洞
集
』
は
丁
申
（
～
一
八
八
○
）
・
丁
丙
（
一
八
三
二
～
一
八
九
九
）
の
蔵
書
印
「
八
千
巻
楼
所
蔵
」
が
あ
り
、
同
書
屋
の

（
別
）

「
脾
胄
論
」
と
と
も
に
「
明
善
堂
覧
書
画
印
記
」
「
安
楽
堂
蔵
書
」
の
印
記
も
あ
る
。
台
湾
中
央
図
書
館
所
蔵
の
『
蘭
室
秘
蔵
』
に
は
、
「
韓

縄
大
一
名
煕
字
仔
藩
読
書
印
」
「
韓
縄
大
印
」
「
煕
」
「
仔
藩
」
「
仔
藩
審
定
」
な
ど
同
一
人
の
印
記
と
、
「
循
唐
孫
敬
閲
」
の
墨
書
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
以
上
の
五
本
す
べ
て
に
中
国
人
旧
蔵
の
証
拠
を
多
々
認
め
ら
れ
る
が
、
日
本
人
の
所
作
と
考
え
ら
れ
る
装
訂
や
書
き
入
れ
、
ま
た

蔵
書
印
記
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
書
も
二
○
世
紀
前
半
ま
で
中
国
に
て
伝
承
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

（
剛
）
（
”
）

一
方
、
⑥
の
所
収
害
は
日
本
の
内
閣
文
庫
に
ひ
と
揃
い
の
一
束
垣
十
書
」
と
し
て
一
○
本
、
杏
雨
書
屋
に
「
（
新
刊
東
垣
十
害
）
脾
胄
論
』
が
一
本
、

（
羽
）
（
型
）

北
京
の
中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
に
『
新
刊
東
垣
十
書
内
外
傷
弁
』
が
一
本
、
そ
れ
ぞ
れ
現
存
す
る
。
内
閣
文
庫
の
一
○
本
は
江
戸
幕
府
の

（
妬
）

紅
葉
山
文
庫
（
楓
山
秘
府
、
御
文
庫
）
旧
蔵
書
で
、
御
文
庫
へ
は
寛
永
十
五
年
二
六
三
八
）
以
前
に
入
庫
し
て
い
る
。
杏
雨
書
屋
本
と
中
医
研

究
院
本
は
内
題
や
刊
年
な
ど
以
外
の
書
誌
情
報
が
な
く
、
伝
承
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

以
上
の
ご
と
く
、
現
存
す
る
③
所
収
書
に
日
本
で
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
⑥
所
収
書
は
日
本
で
の
伝
存
本
数
が
多
い
。
㈲

の
伝
承
情
況
に
は
、
地
方
政
府
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
し
て
出
版
地
が
内
陸
の
荊
州
と
な
れ
ば
、
日
中

交
易
を
担
っ
た
沿
岸
の
商
人
が
入
手
す
る
可
能
性
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
⑥
は
民
間
の
出
版
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
一
般
に
も
市
販
さ
れ
た
。
し
か
も
出
版
者
の
熊
氏
が
い
た
建
陽
（
福
建
）
を
出
帆
す
る
船

（
邪
）

は
、
古
く
か
ら
日
中
交
易
の
相
当
量
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
③
と
⑥
で
伝
存
情
況
を
異
に
す
る
背
景
が
あ
る
程
度
理
解
さ
れ

は
、
キ

よ
う
。そ

れ
は
同
時
に
③
の
『
湯
液
本
草
』
、
な
い
し
そ
の
精
写
本
が
当
時
の
日
本
に
伝
来
し
た
可
能
性
の
低
さ
を
傍
証
す
る
。
さ
ら
に
前
述
の
ご
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と
く
、
日
本
の
最
初
と
第
二
番
目
の
印
刷
医
書
は
熊
氏
の
書
で
あ
り
、
し
か
も
第
二
番
目
の
出
版
地
は
当
時
の
一
乗
谷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
事
情
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
出
土
焼
片
の
筆
写
底
本
が
⑥
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
か
な
り
高
い
、
と
断
定
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

焼
片
の
筆
写
底
本
は
、
ほ
ぼ
熊
氏
梅
隠
堂
本
と
論
定
で
き
た
。
た
と
え
③
の
遼
藩
第
一
版
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
書
式
・
字
句
に
大
差
は

あ
る
ま
い
と
判
断
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
焼
片
の
部
位
を
確
定
し
、
正
確
に
釈
文
す
る
資
料
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
に
焼
片
の
番
号
順
に
釈
文
を
掲
げ
、
残
存
部
位
を
熊
氏
本
「
湯
液
本
草
」
巻
下
に
お
け
る
第
何
葉
の
オ
モ
テ
㈲
か
ら
ウ
ラ
ｂく

と
、
第
何
行
で
記
す
。
た
と
え
ば
軸
・
和
は
、
巻
下
第
四
二
葉
ウ
ラ
第
七
～
九
行
を
示
す
。
な
お
行
頭
の
空
格
を
含
め
た
第
何
字
目
で
あ
る

か
を
釈
文
末
行
の
左
に
傍
記
し
、
異
体
字
な
ど
は
常
用
漢
字
な
い
し
正
字
に
適
宜
あ
ら
た
め
た
。

座
、
１
ノ
（
。

■
Ｊ
Ｉ
１
月
叶

『
Ｉ
Ｌ
守
〃
グ
●
今
Ｉ
Ｌ

（
前
欠
）

（
砲
〈
）

「
囿
口
口
Ⅱ
川

２
３

（
後
欠
）

一
残
存
焼
片
の
該
当
部
位
と
釈
文

⑭
軸
・
門
⑤
と
綴
合
）

（
前
欠
）

（
其
）
（
去
）
（
諸
）

、
Ⅱ
Ｕ
□
□
□
［
Ⅱ
Ⅱ

（
利
）

Ｉ
Ｉ
Ｕ
口
不
止
有
、
Ⅱ
Ⅱ

（
散
）
（
内
）

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
□
□
、
Ⅱ
川

５
６
７
８

（
後
欠
）

側
姉
・
踊
圃
と
綴
合
）

（
前
欠
）

（
為
）

川
Ⅱ
Ｕ
陽
良
明
□
ｎ
Ｉ
Ｉ

（
方
）

Ｈ
Ｈ
Ｕ
回
雑
□
［
Ⅱ
Ⅱ

６
７
８
９

（
後
欠
）

艸
軸
．
、
兎
と
綴
合
）

（
前
欠
）

「
其
團
、
Ⅱ
Ⅱ

２
３

（
後
欠
）
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、
１
１
ノ
（
口
”
如
号
．
、
、
Ｉ
ノ
ー
ｈ
〕
〔
ｕ
ゾ

Ｆ
祠
）
勺
１
４
●
一
《
ｈ
Ｕ
《
ｈ
Ｕ
●
｜

〃
１
０
口
、
勾
刈
『
、
ノ
ー
／
，
１
，
へ
く
〕
『
〃
〃

（
前
欠
）
（
前
欠
）
（
而
）
（
為
）

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
散
［
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
□
□
、
Ⅱ
Ⅱ

（
結
）

川
Ⅱ
Ｕ
園
胸
中
鯵
□
ｎ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ｕ
圖
也
舩
囮
、
Ⅱ

（
朴
）
（
行
）

川
Ⅱ
Ｕ
□
［
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
□
［
Ⅱ
Ⅱ

５
６
７
８
９

５
６
７
８

（
後
欠
）
（
後
欠
）

ゆ
蛇
・
麹
⑬
と
綴
合
）
０
３
．
｜

、
ノ
ａ
４
‘

ハ
ｕ
４
２

（
前
欠
）
（
前
欠
）

（
湯
）
（
手
）

Ⅱ
Ｈ
Ｕ
圃
心
□
［
Ⅱ
Ⅱ
い
Ⅱ
Ｕ
口
足
團
、
Ⅱ
川

（
足
）

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
口
実
而
困
［
川
Ⅱ
川
Ｍ
Ｕ
［
Ⅱ
川

６
７
８
９

（
後
欠
）
Ｈ
Ｈ
Ｕ
園
、
Ⅱ
Ⅱ

５
６
７

（
後
欠
）

、
ノ
ａ
へ
』
、
ノ
ａ
〔
』

３
３
．
’
皿
８
．
｜

角
ｕ
５
２
く
４
２

（
前
欠
）
（
前
欠
）

（
気
）
（
逆
）

「
口
微
團
ｎ
Ｉ
Ｈ
「
鼓
囿
胸
脇
□
［
川
Ⅱ

（
云
）
（
破
）

「
困
草
□
［
Ⅱ
Ⅱ
「
血
脈
□
［
Ⅱ
Ⅱ

２
３
４
５

２
３
４
５
６

（
後
欠
）
（
後
欠
）

（15）
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刀
肋
・
０

４
１

（
前
欠
）

（
一
云
）

「
液
□
ｎ
Ｉ
Ｈ

２
３

（
後
欠
）

「
傷
食

（
花
）

「
莞
□
２
３

（
後
欠
）５

６
７
８
９

（
後
欠
）

口を1別

:in
列
『
ｂ
９

０
“
・
３

（
前
欠
）

（
太
）

川
Ⅱ
Ｕ
大
陽
経

（
経
）

Ⅱ
Ｈ
Ｕ
圀
圃
□

６
７
８

（
後
欠
）

、
１
‐
Ｊ
〃
（
〔
〕
ヘ
ペ
〕

ｎ
（
）
↑
”
『
）
●
一

〃
Ｊ
１
、
〃
“
‐
ハ
ノ
今

（
前
欠
）

（
執
小
）

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
固
□
［
Ⅱ
Ⅱ

（
蕩
）

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
口
実
熱
ｎ
Ｉ
Ｈ

５
６
７

（
後
欠
）
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、
ノ
ａ
４
．

⑬
蛇
・
認
⑤
帥
と
綴
合
）

７
０
．
－

揖
ｕ
４
２
（
前
欠
）
（
前
欠
）
（
卿
）

Ｍ
Ｉ
Ｕ
国
口
Ⅱ
Ⅱ
「
吐
血
口
ｎ
Ｉ
Ｈ

（
膏
）
（
佐
）
（
心
）
（
気
）
（
既
）

Ｈ
Ｕ
口
為
君
主
□
［
Ⅱ
□
□
□
、
Ⅱ

２
３
４

Ｉ
Ｉ
Ｕ
團
ｎ
Ｉ
Ⅱ
（
後
欠
）

５
６
７
８
９

⑳
軸
・
皿
分
と
綴
合
）

（
前
欠
）

（
群
）

「
囮
□
［
Ⅱ
Ⅱ

２
３

（
後
欠
）

四
唖
．
咄
⑦
鋤
と
綴
合
）

（
前
欠
）

（
之
）

「
病
下
□
、
Ⅱ
Ⅱ

（
娠
）
（
安
）

「
固
□
□
□
［
Ⅱ
Ⅱ

２
３
４
５

（
後
欠
）
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ノ
ａ

２
３
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１

の
』
４
（
前
欠
）

（
丸
）

「
黄
□
、
Ⅱ
Ⅱ

２
３

（
後
欠
）

「
液
国
囚
手
口
Ⅱ
Ⅱ

「
鳫
心
園
、
Ⅱ
川

２
３
４
５

（
後
欠
）

ｊ（弱
と
綴
合
）

く

帥
北
．
０

，
》
４
１

（
前
欠
）

「
餘
口
Ⅱ
Ⅱ

３（
後
欠
）

画
姉
・
的
④
叩
と
綴
合
）

（
前
欠
）

（
酒
）
（
惟
）

「
口
圓
□
［
Ⅱ
Ⅱ

（
浸
）

「
不
用
酒
□
、
川
川

２
３
４
５

（
後
欠
）

⑳
軸
・
曲
⑳
と
綴
合
）

（
前
欠
）

（
一
云
）

「
本
草
□
、
Ⅱ
Ⅱ

（
痢
）

「
腹
圖
下
□
、
川
Ⅱ

２
３
４
５

（
後
欠
）
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Ⅱ

「
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草
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Ⅱ
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３

（
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欠
）
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）
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清
田
氏
は
初
報
で
例
ま
で
、
再
報
で
㈱
ま
で
の
釈
文
を
示
し
た
が
、
こ
れ
で
写
真
１
の
焼
片
三
六
枚
す
べ
て
に
つ
い
て
追
加
と
訂
正
が
で

き
た
。
ま
た
清
田
氏
の
調
査
時
に
は
判
読
で
き
た
文
字
の
う
ち
、
そ
の
後
周
囲
が
や
や
欠
損
し
た
焼
片
も
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以

外
に
も
残
存
の
焼
片
は
多
い
・
筆
者
は
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の
ご
好
意
で
目
賭
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
五
八
枚
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

ふ
つ
う
の
息
づ
か
い
で
も
舞
い
あ
が
る
と
注
意
さ
れ
、
紙
製
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
す
ら
触
れ
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
保
管
さ

れ
た
裏
面
に
墨
跡
の
有
る
無
し
も
十
分
に
は
確
認
で
き
ず
、
あ
る
い
は
文
字
の
判
読
可
能
な
焼
片
が
ま
だ
ほ
か
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
・

一
方
、
目
視
の
範
囲
で
も
、
何
枚
か
が
付
着
し
た
焼
片
を
認
め
た
。
そ
れ
ら
を
剥
が
せ
ば
、
文
字
の
読
め
る
焼
片
は
さ
ら
に
増
加
し
よ
う

、
ノ
ａ

３
８
．
１

Ｇ
３（前
欠
）

ｊ
ｂ
０

９
９
．
丑

に
３
９

（
前
欠
）

（
気
）

「
□
ｎ
Ⅱ
Ⅱ

「
東
垣
ｎ
Ｉ
Ｉ

２
３

「
療
傷
２
３

（
後
欠
）

（
後
欠
）

ｎ
川
川

①
ｂ
Ｏ

Ｇ
幻
・
蝿

（
前
欠
）

（
本
）

「
□
ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

「
狂
惑
［
Ｈ
Ｈ
Ｉ

２
３

（
後
欠
）

、
ノ
ａ
ｎ
必

４
０
．
｜

缶
い
４
１

（
前
欠
）

（
珍
）

「
□
［
川
川

「
湯
圖
［
Ⅱ
Ⅱ

２
３

（
後
欠
）

由
搾
・
狸
耐
と
綴
合
）

（
前
欠
）

（
胆
）

「
腸
固
□
［
Ⅱ
Ⅱ

（
液
）

「
□
［
Ⅱ
川

２
３
４

（
後
欠
）
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効
者
因
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川
Ⅱ
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３
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（
後
欠
）

、
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・
１
⑱
と
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合
）

（
前
欠
）

（
義
）

「
囮
□
、
Ⅱ
川

２
３

（
後
欠
）
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が
、
き
わ
め
て
も
ろ
い
現
状
で
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
残
存
部
位
を
熊
氏
梅
隠
堂
本
と
突
き
合
わ
せ
れ
ば
、
下
に
付
着
し
た
焼
片
の

文
字
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
数
枚
の
付
着
が
認
め
ら
れ
た
焼
片
に
つ
い
て
、
可
能
性
が
高
い
付
着
片
の
該
当
部
位
と
文

字
を
、
釈
文
と
同
様
に
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。

右
の
よ
う
な
例
は
ま
だ
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
追
求
に
も
は
や
現
実
的
意
義
は
な
い
だ
ろ
う
。
『
湯
液
本
草
」
は
い
ま
も
復
刻

本
が
あ
り
、
そ
の
熊
氏
梅
隠
堂
本
も
現
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
な
に
よ
り
も
焼
片
出
土
の
意
義
は
、
室
町
時
代
後
期
の
医
界
と
熊
氏
刊
行
医

書
、
そ
し
て
一
乗
谷
と
の
関
連
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

(9)(16) ｲ1列、L己ノ
ルw,I

VOノ ⑮62）わ
が
国
そ
の
他
に
は
熊
氏
梅
隠
堂
な
ど
、
熊
氏
を
冠
し
た
書
買
に
よ
る
明
初
期
の
刊
行
医
書
が
数
多
く
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
吾
目

四
熊
氏
本
医
書
と
一
乗
谷
・
堺
の
文
人

42a44b41b37b43b46b
●●●●●●

18－98－98－98－98－9

「
寒
熱
鼠
瘻
／
白
虫
」
、

６
７
８
９
６
７

「
熱
気
目
／
婦
人
陰
」
、

６
７
８
６
７
８

「
寒
味
苦
／
主
暴
」

５
６
７
８
５
６

「
薬
甘
草
／
珍
云
除
陽
」
、
蝿
・
淵
「
本
草
云
、
王
／
閉
悪
瘡
」

２
３
４
２
３
４
５

２
３
４
５
２
３
４

「
酒
浸
／
酒
洗
入
」
、
蝿
・
邸
「
糠
蕩
腸
胄
／
心
云
潅
」

３
４
３
４
５

２
３
４
５
２
３
４

ｑ
Ｕ
，
刈
詮
句

「
苦
気
上
」

２
３
４

44a47a
C ●

2-3 ２

「
瘡
瘍
」
、
姉
・
９
「
喘
嗽
」

６
７

６
７

「
少
陰
苦
／
潟
脾
也
」

６
７
８
６
７
８
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こ
の
阿
佐
井
野
版
『
医
書
大
全
」
に
は
、
学
僧
の
月
舟
寿
桂
幻
雲
（
一
四
六
○
～
一
五
三
三
）
が
刊
行
の
賊
文
を
寄
せ
て
い
る
。
幻
雲
は
竹

田
月
海
・
高
定
の
兄
弟
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
幻
雲
は
、
月
海
肖
像
に
賛
し
て
月
海
を
熊
宗
立
に
た
と
え
、
高
定
肖
像
に
賛
し
、

（
調
）

彼
等
の
父
の
竹
田
昭
慶
（
一
四
一
○
～
一
五
○
八
）
は
李
東
垣
・
王
好
古
・
熊
宗
立
の
書
を
渉
猟
し
た
と
記
し
て
い
る
。
幻
雲
の
豊
富
な
医
学

知
識
は
、
国
宝
の
黄
善
夫
刊
宋
版
「
史
記
」
（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
所
蔵
）
の
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
に
書
き
入
れ
た
、
三
○
種
も
の
医
書
の
引

（
鋤
）

用
か
ら
十
分
に
う
か
が
え
る
。
幻
雲
は
そ
こ
に
『
湯
液
本
草
』
な
ど
『
東
垣
十
書
」
所
収
の
四
書
や
、
竹
田
昭
慶
の
『
延
寿
類
要
』
二
四
五

六
年
成
立
）
も
引
く
。
と
す
れ
ば
、
幻
雲
が
竹
田
家
や
阿
佐
井
野
家
と
の
交
際
を
通
じ
て
、
交
易
で
栄
え
た
堺
な
ど
を
経
由
し
た
『
東
垣
十
害
」

や
熊
氏
本
医
書
を
見
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

わ
ん
し

（
９
）
（
弧
）

一
方
、
幻
雲
は
曹
洞
宗
宏
智
派
と
親
し
く
、
代
々
宏
智
派
に
帰
依
し
た
朝
倉
氏
の
招
き
で
、
七
回
も
一
乗
谷
に
下
向
し
て
い
た
。
お
な
じ

く
一
乗
谷
に
招
か
れ
、
幻
雲
と
も
親
交
の
あ
っ
た
僧
に
一
栢
、
の
ち
還
俗
し
た
谷
野
雲
庵
（
～
一
五
五
六
ま
で
は
在
世
）
が
い
る
。
こ
の
一
栢

た
か
か
げ

が
四
代
目
朝
倉
孝
景
の
求
め
で
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
一
乗
谷
で
復
刻
し
た
熊
宗
立
「
俗
解
八
十
一
難
経
」
こ
そ
、
日
本
で
第
二
番
目

室
町
後
期
の
大
永
八
年
二
五
二
八

宗
瑞
は
名
医
の
竹
田
定
祐
月
海
（
一

（
”
）
（
配
）

五
二
九
）
は
堺
の
名
医
で
あ
っ
た
。

さ
て
日
本
最
初
の
印
刷
医
書
は
、
熊
宗
立
の
編
刊
に
な
る
「
医
書
大
全
』
の
復
刻
で
あ
っ
た
。
『
医
書
大
全
』
の
初
版
は
熊
宗
立
自
序
の
正

統
十
一
年
（
一
四
四
六
）
と
み
ら
れ
る
が
、
日
本
版
の
復
刻
底
本
に
は
成
化
三
年
（
一
四
六
七
）
の
熊
氏
種
徳
堂
刊
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

室
町
後
期
の
大
永
八
年
二
五
二
八
）
、
堺
の
豪
商
阿
佐
井
野
宗
瑞
（
一
四
七
三
～
一
五
一
一
三
）
が
私
財
を
投
じ
て
こ
れ
を
復
刻
し
た
の
で
あ
る
。

宗
瑞
は
名
医
の
竹
田
定
祐
月
海
（
一
四
六
○
～
一
五
二
八
）
と
交
際
が
あ
っ
て
医
に
通
じ
、
月
海
の
兄
、
竹
田
薬
師
院
円
俊
高
定
（
一
四
五
五
～
一

（
９
）

行
と
み
る
。

数
の
み
で
も
三
○
数
種
に
の
ぼ
り
、
当
時
と
し
て
は
相
当
の
出
版
量
と
い
え
る
。
多
く
は
刊
行
者
に
熊
宗
立
の
名
を
記
し
、
刊
年
も
正
統
元

年
（
一
四
一
三
ハ
）
か
ら
成
化
十
年
（
一
四
七
四
）
ま
で
の
三
八
年
間
に
集
中
す
る
。
熊
宗
立
の
生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
小
曽
戸
氏
は
こ
の
活
躍

年
よ
り
推
し
て
、
永
楽
年
間
（
一
四
○
一
二
～
一
面
）
か
ら
成
化
年
間
（
一
四
六
五
～
八
七
）
の
人
で
あ
り
、
そ
の
他
は
熊
宗
立
の
一
族
に
よ
る
刊
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の
印
刷
医
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
俗
解
八
十
一
難
経
」
は
正
統
三
年
（
一
四
三
八
）
の
自
序
だ
が
、
復
刻
の
底
本
は
成
化
八
年
（
一
四
七
三
）

（
兜
）
～
（
弧
）

熊
氏
中
和
堂
刊
本
で
あ
り
、
復
刻
の
版
木
は
今
な
お
一
部
な
が
ら
現
存
す
る
。

（
弱
）
（
拓
）

一
栢
は
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
以
前
か
ら
京
に
あ
り
、
同
十
七
年
以
前
頃
ま
で
は
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
医
と
易
を
講
じ
、
和
気
明
重
宗

鑑
（
～
一
五
二
○
）
も
師
事
し
た
と
い
う
。
一
乗
谷
で
は
養
子
の
三
崎
安
指
二
五
一
三
～
一
六
○
七
）
に
牛
黄
円
そ
の
他
の
医
薬
の
法
を
伝
授

し
、
い
ま
も
続
く
三
崎
家
に
は
一
栢
の
手
沢
医
書
一
○
数
冊
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
明
版
の
『
俗
解
八
十
一
難
経
』
と
そ
の
越
前
一
乗
谷
版

以
外
は
す
べ
て
熊
氏
本
に
よ
る
写
本
で
、
多
く
は
一
栢
の
自
筆
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
俗
解
難
経
抄
』
に
み
え
る
享
禄
二
年
二
五
二
九
）
の

奥
書
に
は
「
右
此
難
経
抄
両
冊
者
、
二
十
年
前
総
和
泉
府
自
筆
之
」
、
ま
た
表
紙
の
裏
に
は
「
新
刊
勿
聴
子
（
熊
宗
立
）
俗
解
八
十
一
難
経
巻

之
一
／
性
細
書
之
頭
圏
者
延
寿
院
之
講
義
也
／
延
寿
院
講
釈
之
時
聞
書
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
五
○
九
年
頃
、
一
栢
は
和
泉
府
（
堺
）
で
熊

宗
立
『
俗
解
八
十
一
難
経
』
を
抄
写
し
、
そ
こ
に
延
寿
院
の
講
義
を
書
き
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

延
寿
院
が
誰
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
当
時
の
堺
に
は
前
述
の
竹
田
高
定
が
お
り
、
父
の
竹
田
昭
慶
は
『
延
寿
類
要
』
を
著
し
て

（
調
）

い
る
。
そ
し
て
竹
田
家
は
昭
慶
の
祖
父
、
昌
慶
が
渡
明
時
に
得
た
牛
黄
円
の
製
法
を
伝
え
て
い
る
。
一
栢
が
三
崎
安
指
に
伝
え
た
の
も
牛
黄

円
で
あ
っ
た
。
以
上
か
ら
推
し
て
、
一
栢
が
堺
で
竹
田
高
定
に
熊
宗
立
の
医
書
な
ど
を
学
ん
だ
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

の
ぷ
か
た

さ
ら
に
堺
と
一
乗
谷
、
そ
し
て
一
栢
と
を
む
す
ぶ
人
物
が
い
る
。
儒
者
の
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
～
一
五
五
○
）
で
あ
る
。
宣
賢
も
朝
倉
氏

の
招
き
で
た
び
た
び
一
乗
谷
に
下
向
し
、
晩
年
は
こ
こ
に
居
住
し
て
没
し
た
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
に
あ
る
「
易
学
啓
蒙
通
釈

口
義
」
（
重
文
）
に
は
、
宣
賢
の
自
筆
で
「
一
栢
講
、
月
舟
聞
書
」
と
あ
り
、
一
栢
の
講
義
を
月
舟
（
幻
雲
）
が
聞
き
、
そ
の
内
容
を
宣
賢
が
読

他
方
、
宣
賢
は
堺
と
も
関
係
が
あ
っ
た
。
堺
で
は
享
禄
元
年
二
五
二
八
）
に
普
門
院
宗
仲
論
師
が
「
韻
鏡
」
を
刊
行
、
阿
佐
井
野
家
は
宗

（
師
）

瑞
の
没
し
た
翌
年
の
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
無
注
本
『
論
語
」
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
と
も
に
宣
賢
が
賊
文
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
犯
）

ま
た
「
韻
鏡
」
に
つ
い
て
は
、
一
栢
も
発
音
器
官
図
で
説
明
し
た
科
学
的
な
「
韻
鏡
聞
害
」
を
著
し
て
い
る
。

口
義
」
（
重
文
）
に
皿

（
弧
）

ん
で
い
た
と
分
る
。

毎
Ｊ
５

勺
Ｉ
Ｌ

Ｆ
『
》

'「ー局、
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し
て
受
容
し
た
熊
氏
本
。
以
上
の
相
互
』

今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

（
”
）

福
建
の
熊
氏
が
刊
行
し
た
医
書
群
は
当
時
か
な
り
伝
来
し
て
お
り
、
一
部
は
堺
に
舶
載
さ
れ
て
い
た
。
堺
に
は
医
に
通
じ
た
豪
商
の
阿
佐

井
野
宗
瑞
、
名
医
の
竹
田
高
定
が
い
た
。
一
方
、
一
乗
谷
に
招
か
れ
た
幻
雲
・
一
栢
・
宣
賢
は
相
互
に
交
遊
が
あ
り
、
し
か
も
堺
の
文
化
と

深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
幻
雲
は
竹
田
氏
の
賛
辞
に
熊
宗
立
の
名
を
挙
げ
、
『
湯
液
本
草
」
も
研
究
に
使
用
し
て
い
る
。
一
栢
は
熊
氏

本
医
書
を
堺
で
学
び
、
そ
の
多
く
を
筆
写
し
て
い
る
。
こ
の
幻
雲
と
一
栢
が
、
堺
と
一
乗
谷
で
復
刻
さ
れ
た
熊
氏
本
医
書
、
す
な
わ
ち
日
本

で
最
初
と
第
二
の
医
書
出
版
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
医
学
文
化
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
堺
と
朝
倉
氏
。
堺
と
一
乗
谷
を
結
ぶ
彼
ら
文
人
た
ち
の
活
躍
。
彼
ら
が
主
な
医
学
テ
キ
ス
ト
と

し
て
受
容
し
た
熊
氏
本
。
以
上
の
相
互
に
は
っ
き
り
と
し
た
関
連
を
み
た
。
そ
れ
ら
の
詳
細
お
よ
び
当
時
と
後
世
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
は
、

（
一
）
朝
倉
氏
の
遣
跡
よ
り
一
九
八
五
年
に
出
土
し
た
冊
子
本
医
書
写
本
の
焼
片
は
、
元
・
王
好
古
「
湯
液
本
草
」
の
断
簡
で
あ
っ
た
。

（
三
当
焼
片
の
写
本
は
、
明
の
一
五
○
八
年
に
熊
氏
梅
隠
堂
が
刊
行
し
た
「
東
垣
十
害
」
所
収
本
を
忠
実
に
筆
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

（
三
）
墨
跡
の
認
め
ら
れ
る
三
六
枚
の
焼
片
す
べ
て
に
つ
い
て
、
残
存
し
た
部
位
の
確
定
と
妥
当
な
釈
文
が
可
能
と
な
っ
た
。
未
剥
離
の
一
部

焼
片
に
つ
い
て
も
、
残
存
の
部
位
と
文
字
が
推
定
で
き
た
。

（
四
）
室
町
後
期
に
お
け
る
熊
氏
刊
行
医
書
群
を
介
し
た
中
国
医
学
の
受
容
、
こ
れ
に
果
し
た
堺
と
朝
倉
氏
の
文
化
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
文
人
た

ち
の
活
躍
に
、
明
瞭
な
関
連
を
認
め
た
。

謝
辞
当
研
究
の
端
緒
を
開
か
れ
た
岐
阜
教
育
大
学
の
清
田
善
樹
講
師
、
出
土
焼
片
の
調
査
と
焼
片
写
真
の
掲
載
に
便
宜
を
い
た
だ
い
た
福
井

総

括
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引
用
文
献
と
注

（
１
）
『
特
別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
Ｘ
Ⅶ
昭
和
六
十
年
度
発
掘
調
査
整
備
事
業
概
報
」
九
頁
、
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
、
一
九
八
六

（
２
）
清
田
善
樹
「
朝
倉
氏
遺
跡
出
土
の
『
湯
液
本
草
』
断
簡
」
『
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
一
九
八
七
」
二
○
～
二
五
頁
、
同
資
料
館
、
一
九
八
八

（
３
）
小
曽
戸
洋
．
乗
谷
遺
跡
出
土
の
「
湯
液
本
草
」
残
紙
」
「
漢
方
の
臨
床
」
三
六
巻
三
号
、
三
四
六
～
三
五
○
頁
、
一
九
八
九

（
４
）
張
元
素
「
医
学
啓
源
」
一
六
四
頁
・
二
○
○
頁
、
北
京
・
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
七
八

（
５
）
真
柳
誠
「
『
湯
液
本
草
』
『
此
事
難
知
』
解
題
」
、
小
曽
戸
洋
・
真
柳
誠
編
集
「
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
・
第
六
輯
」
解
説
篇
三
七
～
四
四
頁
、
東
京
．

（
６
）
こ
の
考
え
か
た
は
、
皇
甫
諦
（
一
二
五
～
八
二
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
序
」
に
述
べ
る
内
容
の
踏
襲
で
あ
る
。

（
７
）
中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
「
全
国
中
医
図
書
連
合
目
録
」
一
六
二
頁
、
北
京
・
中
医
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一

（
８
）
真
柳
誠
「
「
東
垣
十
書
」
解
題
」
、
前
掲
文
献
（
５
）
、
二
～
一
八
頁

（
９
）
小
曽
戸
洋
「
「
名
方
類
証
医
書
大
全
」
解
題
」
、
小
曽
戸
洋
・
真
柳
誠
編
集
『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
・
第
七
輯
』
解
説
篇
二
～
一
六
頁
、
東
京
。

（
５
）
真
柳
誠
弓
湯
液
本
草
』
「
此
事

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
八
九

（
９
）
小
曽
戸
洋
「
「
名
方
類
証
医
聿
旱

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
八
九

（
、
）
三
木
栄
『
朝
鮮
医
書
誌
』
二
二

（
Ⅱ
）
上
海
中
医
学
院
図
書
館
「
上
海

（
皿
）
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
『
国
立

（
里
武
田
科
学
振
興
財
団
「
杏
雨
書
屋
蔵
書
目
録
」
二
九
・
七
三
八
頁
、
京
都
・
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
〔
同
目
録
に
各
々
、
明
刊
本
（
責
二
六
）
・
至

元
十
三
年
序
刊
本
（
責
四
一
八
）
と
し
て
載
る
〕

県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
、
論
文
資
料
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
同
資
料
館
の
佐
藤
圭
主
査
お
よ
び
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の

小
曽
戸
洋
医
史
学
研
究
部
部
長
、
拙
文
の
校
閲
を
い
た
だ
い
た
文
部
省
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
田
慶
兒
教
授
の
御
厚
意
に
、
衷
心
の

謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

載
る
）

二
二
七
頁
、
大
阪
・
三
木
栄
、
一
九
五
六

「
上
海
中
医
学
院
中
医
図
書
目
録
』
一
七
九
・
二
七
九
頁
、
同
学
院
、
一
九
八
○
（
同
目
録
に
各
々
元
刊
本
と
し
て
載
る
）

『
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
増
訂
本
第
二
冊
』
四
七
三
頁
、
同
館
、
一
九
六
七
（
同
目
録
に
明
初
刊
黒
口
巾
箱
本
と
し
て
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（
型
両
印
は
誰
の
も
の
か
未
詳
だ
が
、
も
と
は
北
平
（
北
京
）
図
書
館
に
あ
り
、
今
は
台
湾
の
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
⑪
本
『
蘭
室
秘
蔵
」
（
同
館
の

目
録
は
元
刊
本
と
記
す
）
に
も
押
捺
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
内
閣
文
庫
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
」
二
三
三
頁
、
同
文
庫
、
一
九
五
六
（
同
目
録
に
楓
・
一
○
冊
・
子
三
四
函
・
九
号
と
し
て
載
る
）

（
型
）
前
掲
文
献
（
過
）
、
七
三
八
頁
（
同
目
録
に
杏
六
○
八
七
と
し
て
載
る
）

（
認
）
中
医
研
究
院
図
書
館
『
館
蔵
中
医
線
装
書
目
』
一
七
八
頁
、
北
京
・
中
医
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六

（
鯉
）
こ
の
ほ
か
図
版
等
の
実
見
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
王
重
民
『
中
国
善
本
書
籍
提
要
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
）
二
五
六
頁
の
記
載
に
よ
れ

ば
、
米
・
国
会
図
書
館
蔵
の
明
刻
「
湯
液
本
草
」
は
⑥
所
収
本
の
可
能
性
を
疑
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
前
掲
文
献
（
翌
一
四
一
頁
の
明
初
新

刻
東
垣
十
害
本
も
、
⑥
所
収
本
の
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
孫
星
術
（
一
七
五
三
～
一
八
一
八
）
の
『
平
津
館
鑑
蔵
書
籍
記
』
（
岡
西
為
人
杲
以
前

籍
考
』
一
○
○
○
頁
、
台
北
・
古
亭
書
屋
、
一
九
六
九
）
に
記
す
元
版
『
新
刊
東
垣
先
生
蘭
室
秘
蔵
」
も
⑥
所
収
本
で
あ
ろ
う
が
、
現
所
在
は
不
明
。

（
弱
）
大
庭
脩
「
東
北
大
学
狩
野
文
庫
架
蔵
の
御
文
庫
目
録
」
「
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
三
号
、
三
二
頁
、
一
九
七
○

（
坊
）
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
」
一
二
～
三
○
頁
、
京
都
・
同
朋
社
出
版
、
一
九
八
六

（
”
）
三
木
栄
「
室
町
時
代
の
堺
の
医
事
」
「
和
泉
志
』
一
九
号
、
一
九
五
九

以
後
の
所
在
も
不
明
で
あ
る
。

（
巧
）
鄭
偉
章
・
李
万
健
『
中
国
著
金

（
脳
）
前
掲
文
献
（
鴫
）
、
二
六
六
頁

（
Ⅳ
）
朱
偉
常
「
封
面
小
識
」
「
上
海

（
岨
）
両
害
の
図
版
は
劉
承
幹
室
霊

（
四
）
前
掲
文
献
（
略
）
、
一
八
三
頁

（
Ｍ
）
こ
の
ほ
か
図
版
等
の
実
見
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
」
（
同
館
篇
、
北
京
・
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
）
の
記
載

に
よ
れ
ば
、
一
四
八
八
五
号
の
明
刊
『
格
致
余
論
』
（
一
二
五
六
頁
）
と
一
四
八
八
六
号
の
明
刊
『
局
方
発
揮
」
（
一
二
六
○
頁
）
は
、
③
所
収
本
の

可
能
性
を
疑
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
藩
承
弼
・
顧
廷
竜
『
明
代
版
本
図
録
初
編
」
（
台
北
・
文
海
出
版
社
、
一
九
七
一
）
の
五
二
頁
に
載
せ
る
明

初
覆
刊
元
本
『
脾
胄
論
」
は
、
明
ら
か
に
杏
雨
書
屋
の
そ
れ
と
同
版
別
本
の
切
所
収
本
で
あ
る
が
、
本
図
録
編
蟇
（
一
九
四
一
）
当
時
の
所
蔵
先
も

『
中
国
著
名
蔵
書
家
伝
略
』

「
上
海
中
医
薬
雑
誌
」
一
九
八
六
年
一
期
、
三
五
頁
、
一
九
八
六

『
嘉
業
堂
善
本
書
影
」
（
一
九
二
九
）
の
巻
四
に
載
せ
ら
れ
る
が
、
同
「
害
影
』
の
目
録
は
両
耆
を
元
刊
本
と
記
す

二
○
頁
、
北
京
・
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
六
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※
本
稿
は
一
九
九
○
年
の
日
本
医
史
学
会
二
月
例
会
に
お
け
る
発
表
を
敷
術
し
た
も
の
で
あ
る
。（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

（
弘
）
真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋
「
現
存
す
る
日
本
第
二
の
医
書
印
刷
の
版
木
」
『
漢
方
の
臨
床
」
三
七
巻
四
号
三
六
○
～
三
六
二
頁
、
一
九
九
○

（
妬
）
平
泉
洸
「
越
前
国
一
乗
ヶ
谷
版
の
医
書
と
一
栢
老
人
」
「
芸
林
」
二
巻
二
号
一
○
九
～
三
四
頁
、
一
九
六
○

（
調
）
岩
治
勇
一
「
谷
野
一
栢
を
め
ぐ
る
朝
倉
の
医
学
考
」
「
若
越
郷
土
研
究
」
一
八
巻
三
号
四
七
～
五
六
頁
、
一
九
七
三

（
師
）
川
瀬
一
馬
「
古
活
字
版
之
研
究
」
八
四
～
九
○
頁
、
安
田
文
庫
、
一
九
三
七

（
犯
）
太
田
晶
二
郎
「
韻
鏡
三
話
」
「
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
」
三
九
五
～
四
○
八
頁
、
同
記
念
会
、
一
九
六
三
。
な
お
同
論
文
は
宣
賢
の
「
韻

鏡
」
賊
文
が
、
建
仁
寺
禅
僧
・
常
庵
竜
崇
の
代
作
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

（
粥
）
岩
治
勇
一

一
九
七
四

（
詔
）
新
村
拓
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
」
七
二
～
八
一
頁
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
五

（
調
）
幻
雲
「
幻
雲
文
集
」
「
続
群
害
類
聚
」
第
一
三
輯
上
三
八
四
～
三
八
五
頁
、
同
書
完
成
会
、
一
九
八
六

（
鋤
）
水
澤
利
忠
『
史
記
会
注
考
証
校
補
」
八
巻
九
七
頁
、
同
書
刊
行
会
、
一
九
六
六

（
別
）
佐
藤
圭
「
『
湯
液
本
草
」
の
出
土
’
一
乗
谷
と
文
化
人
」
「
れ
き
し
」
二
八
号
八
～
一
○
頁
、
一
九
九
一

（
鑓
）
野
村
英
一
「
西
福
寺
の
八
十
一
難
経
版
木
」
、
福
井
県
教
育
委
員
会
編
『
文
化
財
調
査
報
告
」
第
一
六
集
一
二
～
一
四
頁
、
同
委
員
会
刊
、
一
九

一
、
一
、
、

ユ
ノ
チ
ノ

「
越
前
朝
倉
版
『
俗
解
八
十
一
難
経
」
の
版
木
（
各
版
木
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
）
」
「
若
越
郷
土
研
究
」
一
九
巻
五
号
八
一
～
八
五
頁
、
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国
国
の

6GTang-yeBencao''ExcavatedfromtheAsakuraFamilySite

byMakotoMAYANAGI

BurntfragmentsofamedicalmanuscriptwereexcavatedfromtheAsakura(朝倉)FamilySitein1985.

Fromthestudyofthecharactersseenonthefragments,thefollowingconclusionshavebeendrawn:

1)Thefragmentsarepartsofamanuscriptofthe"Tang-yeBencao(湯液本草)",abookofmateria

medicawrittenbyWangHaogu(王好古)intheYuandyanstyofChina.

2)Thereisahighpossibilitythatthismanuscriptofthe"Tang-yeBencao"wasafaithfulcopybased

onthe"DongyuanShishu(東垣十書)''editionpublishedbytheXiongshiMeiyintang(熊氏梅隠堂)in1508,

duringtheMingdyanstyofChina.

3)Forallofthe36fragmentsonwhichcharacterscouldbeseen,acorrespondingpartoftheXiongshi

editioncouldbefound,andeverycharacterhasbeendecipheredcorrectly.Assumptionsweremadeabout

thecharactersandthecorrespondingpartsoftheXiongshieditionforthosefragmentswhichcouldnot

betornoff.

4)ForthelatterpartoftheMuromachiperiodinJapanesehistory,arelationshipwasfoundbetween

theacceptanceofChinesemedicinethroughagroupofbooksoftheXiongshiedition,theculturesofthe

AsakurafamilyandthecommercialtownSakai(堺),andtheactivitiesofsomeintellectuals.
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